
 

令和 3年度各団体の取組と食育に関する課題 

令和３年度の食育に関する取組と課題等について、ご報告いただいた内容を記載しています。 

 

＜若い世代への食育＞ 

【栄養教諭・学校栄養職員部会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆小中学校の食に関する指導の全体計画による食育の取組 

１ 教科等の時間における食に関する指導 

体育科（保健体育科）、家庭科（技術・家庭科）、特別活動、道徳等におい

て、食育の視点を位置付けて、栄養教諭と担任等のテームティ―チングに

より実施。 

２ 給食の時間における食に関する指導 

教科に関連する内容や郷土食、行事食、地場産物等を毎日の献立に意図

的に取り入れ、教科の学びと食の学びをつなげる。食事のマナー等の給食 

活動の指導。 

３ 個別的な相談指導 

食物アレルギー対応による市町村及び学校の体制づくりと管理や、偏食・肥

満・痩身・スポーツ栄養等の健康課題への取組。 

４ 保護者・地域との連携 

学校保健委員会等において、児童・生徒の食生活等に関する実態の周知

及び協議や、市町村の食育推進計画及び信州 ACE プロジェクトの目標実

現に向けた取組、家庭や地域への啓発。 

地域の食育ボランティア（食改、農村マイスター等）と連携した郷土食・行事

食の伝承活動。 

５ 学校給食の充実 

     献立内容の充実を図り、食育を効果的に推進する。 

  県産農産物を活用した学校給食への食材提供事業「食べて応援」に伴う県

産農産物（県産牛肉、信州サーモン、ニジマス、鯉、信州黄金シャモ）の活

用と食育の実施。 

６ その他 

食育コーナー掲示物、全校集会等の活用。 

 

◆当部会での取組 

１ R 元年度児童生徒の食に関する実態調査から、長野県の児童生徒の食の

課題に対し、保護者向けリーフレットでの啓発及びすべての学校で実施できる

食育授業の指導案や指導資料を活用した指導の実施。 

２ R4 年度児童生徒の食に関する実態調査の実施に向け、課題把握、調査項

目・集計方法の検討。 

３ ICTを活用した食育の実践に向け、活用方法の提案。 

 

【令和４年度の取組】 

１ 小中９年間の発達段階を見据え、各校で計画的な食育を実施するために、

食に関する指導の全体計画を充実させる。 

２ 小学校で学んだ知識を行動につなげるために教科等と連携した中学校の食

育を更に充実させる。 

資料 6 



 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 

 

 

●その他 

３ 児童生徒の食に関する実態調査（令和 4年実施）により、児童生徒の食生活

に関する実態を継続的に把握し、課題を明らかにするとともに、学校における

食育推進の基礎資料、食育推進計画等の目標・指標の進捗管理及び評価の

ための資料とする。 

 

◆令和４年度児童生徒の食に関する実態調査の実施 

◆ICTを活用した効果的な食育の実践 

◆コロナ禍により様々な困難を抱える児童生徒の状況がクローズアップされたことか

ら、バランスのよい食生活を実践する力を身に付けるための支援、食育の実践を

推進していくことが必要と考える。 

 

朝食を欠食する子供の割合０％の目標は、学校教育だけでは解決できない課題で

あるため、親や若い世代、地域を含めて県や市町村、学校が目指す姿を共有し、

課題解決に向けた連携をすすめていくことが必要と考える。 

 

他業種の方々と連携し、ライフステージに応じた継続した食育を推進していくことが

必要と考える。 

 

 

【長野県学校給食会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

◆「学校給食に長野県産物を活用した献立コンクール」の開催 

応募総数 109件の中から書類審査により 10件を入賞献立として選出した。 

（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため調理・実技審査は行わないこととし

た。） 

◆上記のコンクールの入賞献立を中心に掲載した「長野県産物を活用した学校給

食献立レシピ集」の作成。（3 月上旬に市町村教育委員会、学校給食共同調理場

等へ配布予定。） 

◆長野県学校保健会栄養教諭・学校栄養職員部会への支援 

（県下 17地区で実施された研修への支援） 

◆食育指導教材（各種パネル・献立レプリカ等）の貸し出し。 

 

４月から学校給食に提供するパンの塩分を減少することとしています。（現行の食

塩配合比率 1.8％ → 1.6%） 

 

 

【長野県ＰＴＡ連合会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

●課題 

 

 

●県が取り組むこと 

令和 3年度陽だまり懇談会の開催（詳細は別添資料のとおり） 

 

SDGｓの中にも食に関することがたくさん含まれていると思います。難しく考えず、身

近な事から、できる事から、食について取り組めれば良いと思います。 

 

地産地消にもっと取り組んで、食べ物のありがたさなどを伝える。 

 

 

 

 

 



【長野県市町村教育委員会連絡協議会（中野市教育委員会）】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

◆毎月 19日の食育の日は、地元の食材を多く取り入れた献立を実施している。 

◆地元の旬の食材を使い、季節感のある献立になるように心がけている。 

◆中野市産のえのき・しめじ・エリンギ・なめこ等のきのこ類、アスパラ、さくらんぼ、

巨峰、りんご、梨、プラムはＪＡ中野市から、玉ねぎ、じゃが芋、人参、大根、白菜、

キャベツ、長ねぎは学校給食出荷者の会の皆さんから購入している。 

◆ごはんは中野市産のコシヒカリを使用している。 

 

 

【長野県高等学校長会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

◆各高校の教職員の取組 

E-ACE プロジェクトを所属所安衛生委員会で取り上げ、より良い食事をテーマに

した「マイエースプロジェクト」を個々が意識して生活し、職場として共有する取り

組みを実施している。 

 

◆生徒･家庭の教育課程･活動における取組 

（家庭科） 

家庭の食生活を健康で安全に営むこと、食文化に関心をもつこと、必要な知識

技術を習得して健康の維持増進に配慮した食生活を営むこと、健康と栄養との

かかわり などに取り組んでいる。 

（保健体育科） 

食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活の実践に関する適切な意志決

定や行動選択ができるように取り組んでいる。 

（保健養護） 

生徒の健康が食生活に大きく関係していることから、保健だよりや一斉 Mail配信

システム連絡などを使い、全家庭での健康的な生活習慣の普及に取り組んでい

る。 

 

◆上田千曲高校の取組 

（食物栄養科） 

食と健康に関する専門的な知識と技術の習得を目指し、食物の生産･流通に 

ついて学び、地域の食材を活用した商品開発、メニュー開発に取り組んでいる。 

例）千曲川の川魚料理、味噌造り、郷土料理･和洋菓子造り(きのこ、蕎麦、桑の

実、アロエ)、こども食堂の運営参加 等 

（定時制） 

夜間給食の時間に、食事と運動の調和を取り上げ、食生活の意識高揚と生活習

慣病予防について学んでいる。 

 

若者が好む ジャンクフーズ・ファストフード・高糖質飲料 等との正しい向き合い方。 

学校現場(生徒職員)の、昼食時間の楽しく豊かな食事時間の確保。 

 

 

【長野県保育連盟】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

◆給食委員会による調査研究 

◆長野県保育研究大会分科会における食育関係の研究討議（２分科会） 



【長野県私立幼稚園・認定こども園協会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その他 

コロナ禍の中で計画していたメディア信州代表の松島恒志先生の講演を ZOOM 研

修で実施。 

   ～「すてきな子どもを育てるために私たちのできること」～ 

乳幼児期は睡眠、食事、遊びのリズムを整えた生活をしないと、発達に支障を来

す。寝ない、ぐずりが多い、食べない、遊ばない、元気がない、便通異常・・・等の

不調が生じ、一日が快適に過ごせなくなる。特に「食卓は心も育つ」、家族で食

べることの大切さ、親子の愛着を育む場所として、今回はメディアから「食事中、

おやつの時間はテレビ、DVD、スマホを使わない」ことを家庭に提言。 

 

コロナウイルス感染症禍の中で 

GIGAスクール時代、子どもの権利を保育の現場から考える。 

乳幼児が家庭という子育ての場で❝メディア漬け❞にならぬよう、正確な知識を持

ち、適切な対応ができることを考える。 

 

課題 権利侵害（身体的、心理的虐待、ネグレクト） 

 ・食事の片付けが遅い子に「まだ終わってないのか」頭を小突く 

 ・食事の準備の時座っていない子どもに「何回も言ってんだろ」 

 ・食事の際、泣いてしまった子どもを隣室で一人にした 

 ・食事の際、飲み込めないのに口から出してはいけないと強く指導した 

  （世田谷区の保育園で起きた一部の事例） 

 

 ◎保育者の視点ではなく、子どもの視点に立つ 

 ・食事は訓練や教育の時間ではなく、楽しい時間 

 ・「食べたくない」「食べられない」気持ちを受け止め無理やり食べさせるのではな

く、栄養が足りないようならば補てん方法を考えて行く。 

 

 ◎今こそ子どもたちにネットリテラシー教育を 

 ◎SDGSの４「質の高い教育をみんなに」 

 

 

【長野県市長会（須坂市）】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆須坂市では第 3 期須坂市食育推進基本計画の基本理念「人とのつながりを感

じる食で豊かな心と身体を育てる」のもと、食を通じて「家族や仲間と食卓を囲むこ

との大切さ」「規則正しい食習慣の普及」「須坂の食文化継承」を基本目標とし食育

の推進に取り組んでいる。 

 

◆2015 年度（平成 27 年度）に、須坂市教育委員会・須坂市健康づくり課を中心

に須坂市の子どもが将来にわたり健康に過ごせることを願い「食育リーフレット 早ね 

早おき 朝ごはん ～元気に育つ すざかっ子～」を作成した。2020 年度（令和２

年度）には、新しいデータをもとに改訂を行い 2021 年（令和３年）４月から配布して

いる。 

本食育リーフレットは食育推進基本計画の基本施策に沿い、「朝ごはんをしっかり

食べよう」「生活リズムを整えよう」「一緒に食べよう」を具体的な啓発内容とし、各

年代に応じた途切れのない食育を実践するために、子どもの発達段階における食

育の目標や取り組み内容を共有しながら、家庭や地域、学校が連携して計画に沿

った食育を推進していくために活用している。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 

 

◆健康づくり課では市内小学校３年生の児童と保護者を対象とした「食ですこやか

親子でクッキング」事業を行っている。例年は朝ごはんの大切さ、栄養バランスの

良い食事、地域食材や旬の食べ物等の話を児童と保護者が一緒に聞き、調理体

験を行うことで家庭での食卓づくりにつなげていた。しかし、令和２年度から続くコロ

ナ禍では内容を一部変え児童のみの参加で行っている。食育授業は子どもと保護

者が一緒に聞き、体験することで伝わる部分が多いが、コロナ禍の今それができ

ず、食育を推進していくうえで大きな課題となっている。 

 

＜若い世代への食育＞ 

◆コロナ禍で食に関する講座が減少していく中、情報をインターネットなどから得て

子どもの食事を行っている保護者が多く見られる。特に乳汁から幼児食に移行する

過程で与える離乳食は、適切な時期、食品、調理形態で行うことが必要であり、児

にとって好ましい進め方が行われるよう支援していく必要がある。 

 

◆朝食を食べずに登校する児童がいる。保護者が朝ごはんを食べない家庭ではそ

の傾向が大きい。保護者の食習慣が改善され、子どもたちが正しい食生活を送れ

るように周知し支援していく必要がある。 

 

＜世界一の健康長寿を目指す食育＞ 

◆8020運動が始まり 30年余り経過し、運動当初自分の歯が 20本以上ある者は

1 割ほどであったが、現在は 5 割ほどで良い方向へ向かっている。さらに、高齢化

が進み、80歳を超える方の人数が多い中、19本以下で嚙みづらさを感じている方

の実人数は多くいる。嚙みづらさを感じながらも受診しない人や受診をしたくても  

できない人が多くいるのではないか。 

 

 

◆授乳・離乳の支援ガイド（2019年改定版）に沿った、離乳食の進め方の周知 

 

◆保護者に朝食の大切さを伝える取り組み。どうして朝食は大切なのか、朝食を食

べることで入る 3つのスイッチなど。 

 

 

【長野県小学校長会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 
 

 

 

 

●課題 

 

各小学校では、市町村教育委員会と連携しながら食育に取り組んでいる。具体的

には、給食センターを見学したり、センターの先生による出前授業を受けたりしてい

る。各市町村により取り組みは様々であるが、給食を通して子どもたちは多くのこと

を学んでいる。 

 

◆コロナ禍の中の食育のあり方について 

学校生活の中で、給食時間は子どもたちにとって楽しみな時間である。体や心の健

康を考えたときに、給食の果たす役割はとても大きいと考える。コロナ禍以前の給

食風景は、4 人～6 人のグループで机を「島」に寄せあい、楽しく会話をしながら食

べていた。学校の話、家庭の話、様々な話をすることで、コミュニケーションをしなが

ら人間関係を深めることができた。授業中は時に厳しい表情を見せる担任であって

も、給食の時間は穏やかな表情で子どもたちとかかわることができた。 

 しかし、コロナの感染拡大に伴い、準備の段階から緊張を強いられるようになっ

た。消毒をすること、静かに配膳や運搬をすることなどが呼び掛けられる。机は、全



員前向きで、できるだけ広く間隔を取るようにする。黒板には、「黙食」のカードが掲

示され、皆、黙々と給食を食べる。それが安全を守るためのマナーであり、話をする

ことはマナー違反となっている。給食に限らず食事場面は、感染リスクがある時間と

なるため、このような対応をすることは仕方ないことだとわかってはいる。ただ、子ど

もたちにとって楽しみであり大切な給食の時間が、静かに黙々と食べなければなら

ない状況にあることは残念に感じる。余談だが、私も職員室の大机で食べていた給

食を、校長室で、一人で食べるようになった。はじめは気楽でよいと感じたこともあっ

たが、先生方の話を聞くことができず、学校の様子がわからなくなってしまった。 

 少しでも給食の時間を充実させようとお昼の放送の内容を工夫したり、教室でもテ

レビ放送や音楽を流したりしている。ある学級では、落語の CD を毎日流したことで、

子どもたちが落語を好きになり、すっかり覚えてしまった子も出てきた。様々な方法

で給食時間の充実を図ることが大切だと感じる。 

 給食を食べられるのは幸いな方で、学校によっては分散登校や臨時休業のた

め、家庭で子どもだけで昼食をとるケースも増えていると思われる。中には、あまりバ

ランスのとれていない昼食を食べている子どももいるのではないか。食との関係は明

らかではないが、今年度、骨折等のけがが増えている。コロナ禍で、外で活動する

時間が短くなっていることと相まって、子どもたちの体がけがをしやすい状態になっ

ているのではと危惧している。 

 校長をしている立場から、学校給食について雑感を述べさせていただいた。コロナ

禍であっても子どもたちが心身ともに健康に成長することを願って止まない。 

  

◆アレルギー対応について 

 

 

【長野県中学校長会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

●課題 

◆食品ロスの削減 

 社会全体で話題になっているところであるが、学校においても、生徒会が中心と

なって生徒に働きかけ、「給食の残飯ゼロ」の習慣をつくる取組をすすめている。 

 

◆食品ロス削減に向けた取組 

  残飯ゼロにすることは難しいが、校内協力して減らす取組を継続していく。 

 

 

＜世界一の健康長寿を目指す食育＞ 

【長野県歯科医師会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新聞、ラジオ、テレビ等を通じた歯科保健啓発活動 

 ・他団体との懇談会（１２月９日開催） 

  県学校保健会養護教諭部会との懇談会を開催し、歯科保健啓発活動等につ

いて意見交換を行う予定。 

 ・新聞 

信濃毎日新聞：「いい歯の日」広告掲載（11月８日掲載） 

 日本歯科医師会の企画に本会が協力、歯科保健啓発ＰＲ記事（オーラルフレイ

ルチェックリスト）を 

作成し朝刊に掲載予定。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ラジオ 

FM長野：生放送出演（６月４日、11月 5日放映） 

本会の会長が番組生中継に出演し歯科保健啓発等を行った。 

 ・テレビ 

テレビ信州、長野放送：スポットＣＭ放送（6月 1日～8日、11月１日～８日放映） 

 本会が作成した歯科保健啓発等のＰＲ用スポットＣＭを２回の期間に分けて放映

した。 

 長野放送：番組でのスポットＣＭ（11月 4日放映） 

 本会が作成した歯科保健啓発等のＰＲ用スポットＣＭを番組放送の合間に放映し

た。  

 テレビ信州、長野放送：番組生中継出演（6月３・４日、11月４日放映） 

 本会の会長が番組生中継に出演し歯科保健啓発等を行った。 

テレビ CM製作・出演（10月～12月放映） 

 本会の会長、県民健口大使が出演し、TVCM を製作・放映し、オーラルフレイル

啓発等を行った。 

・SNS（YouTube） 

本会 YouTubeチャンネルへの動画投稿 

  その都度、歯科保健啓発等の動画を製作し、投稿を行っている。 

 

◆各種大会等の開催 

 歯っぴーながの 8020推進県民大会（11月３日開催） 

  主催：長野県、長野県教育委員会、本会 

  会場：メトロポリタン長野 ※翌日から 8日間のオンデマンド配信 

  内容：「よい歯で よくかみ よいからだ」をテーマに県民対象の大会を開催。 

新型コロナウイルス感染予防のため、昨年に引き続き県民よい歯のコンク

ール（親と子の部、8020 の部）は中止したが、長野県歯科保健文化賞の

表彰式は 1 月に開催予定。新たに「長野県 歯と笑顔のフォトコンテスト」

を開催し、表彰式を行う。県民健口大使の松山三四郎氏の協力により、

歯科保健啓発楽曲「ハミガキは愛なんだ！」を本会で制作し、県松本蟻

ケ崎高等学校書道部による書道パフォーマンスを行う。平成 22 年制定

の長野県歯科保健推進条例の一部改正を今年度に行ったことに伴い、

「8020 推進支援研修会」として、『長野県歯科保健推進条例の改正の

取り組み』と題し、長野県議会歯科口腔保健議員連盟会長、長野県議

会議員の風間辰一様に講演を行っていただく。また、『県民の健康寿命

の礎となりうる歯科口腔保健推進条例について』と題し、県議会歯科口腔

保健推進議員連盟会長、県議会議員の風間辰一様、長野県後期高齢

者医療広域連合理事兼事務局長の清水剛一様、全国健康保険協会長

野支部支部長の清水昭様、長野県歯科医師連盟の田中会長、座長に

本会伊藤会長の 5名でシンポジウムを開催。 

 

長野県歯科口腔保健推進条例記念講演会（11月 3日開催） 

  主催：本会 

  会場：メトロポリタン長野 ※翌日から 8日間オンデマンド配信 

  内容：平成 22 年制定の長野県歯科保健推進条例の一部改正を今年度に行

ったことに伴い、『歯科口腔保健の推進について』と題し、厚生労働省医

政局歯科保健課長 小椋正之先生の講演を開催。 

 

 学校歯科保健研修会（1２月９日開催） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

●県が取り組むこと 

  主催：本会 

  会場：松本歯科大学 

  内容：学校歯科医、養護教諭等を対象にした研修会を開催。講演として『口腔

機能発達不全の捉え方と学童期の口腔機能』と題して、げんかい歯科医

院の元開冨士雄先生の講演等を開催。 

 

◆各種研修会等における講演 

 

 産業保健研修会における講演（１０月１９日開催） 

  主催：産業保健総合支援センター 

  場所：長野市 

  内容：『「健康は健口から」～口は体の入り口心の出口～』と題して本会地域保

健担当副会長が講演を行いました。  

 

 全国健康保険協会長野支部における講演（１１月 10・11・12・16・17・18・24日

開催） 

  主催：全国健康保険協会長野支部 

  場所：長野市、松本市、伊那市、飯田市、上田市 

  内容：「働き盛りの歯の話」の演題で本会地域保健部員が講演を行う。 

 

◆各種広報誌への記事掲載及び情報提供 

公立学校共済組合長野支部広報誌への記事掲載及び情報提供 

   公立学校共済組合員に対する広報誌への歯科保健啓発記事の掲載を行っ

ている。 

 

全国健康保険協会（協会けんぽ）長野支部広報誌への記事掲載及び情報提供   

協会けんぽ加入者に対する広報誌への歯科保健啓発記事掲載を行っている。 

 

こども 8020推進員育成事業 

健康長寿を目指すため子どもの頃から歯科保健の正しい知識と生活習慣を身

に着けいつまでも自分の歯で噛み、栄養をしっかり意識し病気になりにくい体を

手に入れるため県内の小学校（4,5 年生対象）から参加校を募集する。（令和３

年度 実施 14校、652名参加予定） 

 

◆オーラルフレイルについて 

第３回学術大会で「オーラルフレイルについて」と題し、信州大学医学部 歯科

口腔外科 荒川裕子先生に講演していただき、２月中旬以降にオンデマンド配 

信する予定。 

 

長野県主催の令和３年度市町村歯科保健担当者研修会にて、「【口の健康が

長寿を支える】オーラルフレイル対策の重要性」、「県配布スライド教材『オーラ

ルフレイル（口腔機能低下症）』の活用の実際」と題して、本会理事の中村隆が

講演をWEB配信で行った。 

 

◆様々な職種に対して引き続き口腔機能管理等の重要性をご理解いただき、  

お口の健康維持増進が健康寿命の延伸に寄与することを啓発していきたいと考

えている。 

 

フレイル予防として栄養摂取の重要性と口腔健康管理との関連性は言うまでもな

く、他団体と連携してそれをいかに県民に啓発していけるかが課題であると考えて 



いる。 

 

昨年の歯科保健推進条例改正に伴い６つの基本施策の１つとして「オーラルフレイ

ル対策の推進」が盛り込まれたが、栄養的な観点からその具現化に向け具体的な

取り組みをお願いしたいところである。 

 

 

【長野県栄養士会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信州すこやかっ子「食育」プログラムを基に、日本型食生活の大切さを学び、生涯

健康でいきいきと過ごすための食生活と豊かな心を育むため、ライフステージを通

した食育等を推進している。 

 

◆「栄養の日」キャンペーン実施 

平成 29 年に 8 月 4 日が「栄養の日」に制定されたことから、健康長寿を支えて

きた長野県の食文化の良さを大切にしながら改善を加え、健康長寿の延伸を 

ねらいとして、キャンペーンを実施 

令和３年７月～12月 県下４地区（大型スーパー等の商業施設） 

対象：一般県民 

内容：・1日に摂取したい野菜の量 350ｇの展示 

   ・免疫力を高める食品と料理の展示 

・適塩、フレイル予防等のパネル展示 

・地域でとれる野菜、季節の野菜を用いた料理レシピの紹介 

・栄養相談 

 

◆「食からパワーアップ！高校生のための食育出前講座」開催 

食についての指導が欠けがちな高校生を対象に県内 11 校（令和３年 12 月末

現在）で、健康づくり、食事の重要性、健康に配慮し食べ方のポイントなどについ

ての講話を実施 

 

◆上田保健福祉事務所委託事業「世代別健康に配慮したメニュー普及業務」 

世代別（「子育て世代」「若い世代」「働きざかり世代」「シニア世代」「郷土食・行

事食」）に健康に配慮した料理（メニュー）の普及啓発 

 

◆「信濃の国食事バランスガイド」の普及啓発 

各種栄養相談や栄養講話の際に、健康づくりのための食べ方を伝えるため、長

野県の郷土料理や料理の食塩量を盛り込んだ「信濃の国食事バランスガイド」を

ツールとして用い、普及啓発 

 

◆「恋野菜れしぴ」の販売（平成 24年度作成） 

若い世代を対象に野菜を楽しく料理して欲しいと願って作成。現在も販売中。 

 

◆食環境整備の一環として、長野県長寿食堂への献立提供 

栄養士会監修の「信州めぐみ御膳」（信州食育発信「３つの星レストラン」の基準

を満たす献立）を提供 

 

◆ 「食から健康づくり」フレイル予防事業 

 ・食から始めよう！フレイル予防 お手軽レシピ集作成（高齢者編） 

 ・食べるから始めるフレイル予防研修会開催 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 ・地域でのフレイル予防講座開催 

 

◆ 認定栄養ケアステーション開設の支援 

 

◆糖尿病公開講座（県下４地区）」開催 

対象者：糖尿病患者及び家族、一般県民 

 

【令和４年度の取組】 

○ 「栄養の日」キャンペーン 

○ 食からパワーアップ！高校生のための食育出前講座 

○ 糖尿病公開講座 

○ フレイル予防事業 

○ お手軽レシピ集作成事業 

 

コロナ禍の中、家庭の食生活の二極化が進んでいるように思う。家庭食が見直され

た反面、食の外部化が進み、適切な食卓がおろそかになっている家庭もある。関

連して、食の面からの貧困対策の重要性も増していると思われる。 

 

SDGｓに対応した食生活のあり方、今後おこりうる食糧難やカーボンニュートラルに

向けた取り組みなど重視する。 

 

課題に対する実態把握方法に関する検討。 

 

 

【長野県町村会（栄村）】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

 

 

 

国の第３次食育推進基本計画及び長野県食育推進計画（第３次）を参考に作ら

れた栄村食育推進計画をもとに、①食育への関心を持つ者、 ②朝食を食べる

者、 ③栄養バランスに配慮した食生活を送る者、 ④適正体重の維持や減塩等

に気をつけた食生活を実践する者、 ⑤食育の推進にかかわるボランティアに参加

する者、 ⑥食品ロス削減に努める者が増える事 を柱に、対象者のライフステー

ジに合わせて事業に取り組んでいます。 

具体例を挙げると母子栄養指導、保育園・小中学校における地元食材を使用した

給食、特定保健指導、高齢者の低栄養予防事業、３０１０運動の推進などです。こ

れらは他自治体でも広く実施されている所ですが、他市町村での実施が少ない事

業として、健康診断にあわせた推定食塩摂取量検査事業があります。昨今は「自

然に健康になれる持続可能な食環境づくり」が推進されていますが、適塩を実施す

る為には自身の食塩摂取量を客観的に自覚することが重要と考え、保健指導と併

せて適塩生活をする者が増えるように働きかける事業となっています。 

 

新型コロナウイルス感染症の為に、試食を中止したり、オンラインでの料理教室へ

切り替えたりと、新しい試みに取り組むに当たりスタッフの増員や、撮影機材の新規

購入が必要となる場面がある。 

オンラインで事業する際に、その対象者は健康教育であれば住民、観光事業であ

れば不特定となり、オンラインの特性を考えると広く多くの方に届けることが可能で

観光事業向けであると思われる。また、オンラインで健康教育を実施する際、特に

高齢化が進む小規模自治体では参加者を募る事が難しいことを実感している。 



 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 

当村の実績では健康教育目的でオンライン講習を企画したところ、過去２回ともに

接続数が４を下回っていた。 

今後も今までと同様に感染症対策が必要となる際には、企画の改善が必要と思わ

れるが、その立案に難渋している。 

 

県内の食育関係者が更に連携できる体制を構築していただきたいと思っておりま

す。 

また、長野県においては、全県において「ゆるしお」を推進され始めましたが、北信 

地域においては、「ひくシオたすベジ」が従前から推進されています。住民への啓発

を行う際、特に関心が無い層へ喚起する際には、キャッチコピーは同一であること

が混乱させずに興味を持ってもらう策であると思います。適塩は、長野県における

食育の大切な課題であると思います。市町村が住民へ適塩を進める際に混乱なく

効果的な事業実施できるよう、ご配慮いただければ幸いです。 

 

 

【長野県食生活改善推進協議会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

◆昨年度に引き続き、調理実習を行うことが困難であるため、感染対策をしなが

ら、個別訪問によりレシピや資料を配布し、食生活改善の普及啓発を行っている。 

◆高齢者については、出かけてもらう場づくりが大事であると考え、シニアカフェを地

域で開催し、簡単な体操やバランスのよい食事の実践について啓発等を行い、フレ

イル予防の推進に努めている。 

◆県から「食生活改善普及啓発事業」を委託され、県下 5,000 人を目標に、食生

活アンケートを実施し、バランスのよい食事と減塩に向けた啓発を行っている。 

 

◆野菜不足と減塩が課題と考える。長野県の場合は、朝食を食べている高校生は

多いと感じているが、やはり野菜の摂取は少ないと思う。 

◆市販の惣菜や飲食店の食事は味が濃い目なので、減塩のためには注意する必

要があると思う 

 

 

 

＜食の循環と地域の食を意識した食育＞ 

【長野県調理師会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

◆ツルヤの店頭で１１月にレシピ（鶏肉、トマト、きのこのりんご酢煮～山葵添え～）

を紹介。 

◆素材を無駄にしないように、材料も必要な分だけ仕入れをするようにしていくこと

を調理師会で指導していきます。 

 

◆エシカル消費、どこかに無理はないか、必要量の適性を意識する 

◆素材を使い切るメニューを豊かに作る 

◆限られた食材の活用、使い切る知恵と技術を生かす 

◆残飯を減らす努力を。担当者はどこで・だれが・どのようにできるかを考えて 

 

◆減塩、健康、長寿をテーマとした笑える質の高い標語を作ってはどうか。 

  これを、長野県から全国に発信していく。 

  （出汁と塩分の使用量の重視） 



【長野県農村文化協会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 

１．食の循環と地域の食を意識した食育に取り組んでいます 

◆コロナ禍で活動が制限される中、食農教育の実施部隊「信州ひらがな料理普及

隊」の 4 年間の活動をまとめ、10 団体の活動記録集を発刊しました。食育活動に

取り組む参考にしていただきたい。 

◆ワクチンの普及とコロナ感染症対策が見えてきたので月１回程度の研修会をグル

ープ持ち回りで実施しています。 

◆信州新町小学校で 6 年間実施した箱膳体験の授業と給食の様子をまとめ、伝

承すべき信州の食文化、食への感謝、地域への畏敬の気持ちを伝えています。 

 

２．農水省との連携 

◆農水省ホームページ「うちの郷土料理 長野県版」に協力しました。長寿の食を

支える一つとして「具だくさん味噌汁」を郷土食として掲載してもらいました。信州味

噌と信州大豆、年間切らすことない多種類の野菜（干し野菜、漬物含む）があるか

ら日常食として「具だくさん」が実現している。長野県の最大の特徴である。 

◆全国食育推進ネットワーク「みんなの食育」の事例紹介に９団体の一つとして「信

州ひらがな料理普及隊」の活動が紹介されています。 

◆食育全国大会の審査委員の委嘱があり受賞団体の審査に協力しました。 

 

しばらく続く新しい生活様式は「エシカルな地産池消の食育」に進んでいくチャンス

である。またデジタルを活かした「地球規模の情報活用を利用した食育」にも進んで

いく。この二つをどう折り合いをつけていくか、変えてはならないものと取り込んでいく

ものをはっきりさせていく年になる。国の第 4 次食育推進計画も同じ。この点を踏ま

えて具体的にどう実践するか整理して県方針をつめてもらいたい。 

 

前回会議の資料４「コロナ禍における食の現状と今後の取組について」の県の取り

組みをもっと具体化するにはどうするか。 

 

目標数値を実現するために具体的な実践事例をまとめ発信してほしい。県民へど

う伝えるか長野県の風土を活かした伝え方をデジタル情報化してほしい。県民会議

の中に「信州の食育形象化委員会」のようなものを作り県ホームページ・DVD など

で発信したらどうか。第 3 次計画の４つの基本分野ごとに 5 分くらいにまとめる。何

パターンか作成。 

入り口話題が重要→事例紹介→エビデンス→具体的な行動 

「取り入れてみよう、話しあってみよう」と行動に出るきっかけづくり（指導案）を県で

示してほしい。 

 

 

【農村女性ネットワークながの】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

◆農村女性ネットワークながのは、「新長野県農村女性チャレンジプラン」に基づき

地域での活動を重視し、４郡協議会で地域の実情にあった食育活動を展開してい

る。 

 地域で産地形成されている農産物（プルーン、こんにゃく、りんご、さつまいも、大

豆等）の作業体験、収穫体験、農産物を使った料理講習を地元の小学生やお母

さんたちを対象に実施した。農作体験は、地元の農業者グループとの交流をも企

画していたが、長雨など気象によりできない場面もあった。 



 

 

 

 

●課題 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 

 

 

●その他 

 また、生産者団体（全国農業協同組合連合会長野県本部）との連携により、牛

乳・乳製品の消費拡大や豊かな食生活を目指し、地域を巻き込んだ牛乳利用講

習会を計画していたが、新型コロナウイルス感染症対策のため、会員の親子に留ま

った講習会を実施した。 

 

◆コロナ禍で通常の食育活動ができない。 

◆当協議会も含め、食育ボランティアを務めてきた会員の高齢化や会員の減少に

より、継続的な食育活動が困難になる。 

 

◆地域の農畜産物や食文化に関心を持つ 

◆信州農畜産物の利用などによる郷土への理解を深める 

◆食に関する感謝の気持ちを持つ 

 

◆当協議会は、高齢化や会員の減少により今年度で会を閉じることにしている。今

後、食育に関わるボランティア集団の活動の存続が難しい状況である。 

 

 

 

【長野県農業会議】 

区 分 内  容 

●食育の取組 食の生産現場は、農業者の高齢化の進行（2020 年センサスでは、個人経営体に

占める 65 歳以上の割合 長野県７３．６％（全国６９，８％）、平均 69，4 歳）と担

い手の減少により、生産量や農地が大きく減少。 

 農業委員会組織では、農地の担い手が活動しやすい環境づくりとともに、地域の

農業の将来に向け、食育の活動は大変重要な課題と位置づけている。 

このため、消費者の食への適切な理解と、子供たちに農業への関心をもってもらう

活動が重要として、体験活動等をサポートしている。 

 

【農業委員会の活動例】 

・小学校 5 年生の子どもたちを対象に、米づくりを通して食の大切さを学んでいただ

こうと、地元農家、農業委員会、ＪA 職員等が、５月中旬から１０月上旬までの間、

田植えから収穫までの栽培指導を実施。１１月には収穫祭を開き交流。 

 

◆農業委員会組織紙「全国農業新聞」信州版 

 信州産（地元食材）を使ったレシピの紹介。 

 

 

【長野県農村生活マイスター協会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

●課題 

◆長野県農村生活マイスター協会は、「新長野県農村女性チャレンジプラン」に基

づき地域での活動を重視し、14 支部に分かれて地域の実情にあった食育活動を

展開している。地域特有の農産物や農産加工品を会員や一般消費者に PR の情

報発信している。また、従来から行っている農産加工技術指導（加工講習会）は、

コロナ対策を講じて実施した。 

◆各支部が取り組んだ食育の活動をフェイスブックで紹介している。 

◆近年は、移住者（下水内）や外国人（松本支部）を対象に、その地域の農産物

や、その食べ方を紹介する機会もあった。 

 

◆コロナ禍で通常の食育活動ができない。 



 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 

◆郷土食の食育には動画に収めたり、紙芝居を作成し、機会をとらえ上映するなど

して後世へ伝えるのが効果的と思う。 

◆コロナ禍では、免疫力をアップさせる食生活や運動などを取り入れた生活が大

事。 

 

◆地域の農畜産物や食文化に関心を持つ 

◆信州農畜産物の利用などによる郷土への理解を深める 

◆食に関する感謝の気持ちを持つ 

 

 

【長野県生活協同組合連合会】 

区 分 内  容 

●課題 

 

 

 

●県が取り組むこと 

「減塩」がリスクとして大きいのですが、すすめるには難しい課題と感じています。自

分を含めた中高年男性の根強い濃い味への執着、同じ年代の女性の漬物好き

等々、減塩キャラクターでもつくればいいでしょうか？ 

 

塩分摂取過多のリスクを伝え続けてください。 

 

【長野県消費者の会連絡会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

 

 

 

 

●課題 

 

 

 

 

 

 

●県が取り組むこと 

 

 

 

 

●その他 

 

◆令和 3年度長野県消費者団体との意見交換会に参加 

   主催：関東農政局 

   〇「健やかな食生活を考える ～食中毒の予防について～」 

   〇「食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢」 

について関東農政局と意見交換会 

 

◆ゼロカーボンの観点からも食品ロスの削減や地産地消は重要課題と思う。 

◆高齢者のフレイル予防のための運動とあわせて栄養バランスのとれた食事の知

識の啓発。 

◆子どもへの食育は健康な心身を培うために重要かと思う。また、高齢者の健康に

も意識が向くのではないか。 

◆郷土食や郷土の食文化が薄れてきている。 

 

◆食の循環と地域の食を意識した食育。特に食品ロスの削減や地産地消等はゼロ

カーボンにもつながる。 

◆フレイル予防のための食育 

◆若い世代への食育 

 

◆家族で食卓を囲むことは家族団欒の場として食事の楽しさ、家族のその日の様

子、心豊かな食事のあり方、家族への思いやり等自然に身につくことが数々あると

思う。ただ、今その団欒がなくなっているように思う。それをどのように啓発していけ

ばよいのかは分からないが、食育は全てに繋がっているように思う。 

 

 

【長野県農業協同組合中央会】 

区 分 内  容 

●食育の取組 【令和２年度の取組（県内各ＪＡでの取り組み）】 

①小学校等への「バケツ稲セット」の配布      （8ＪＡ） 



②農業体験学習会（あぐりスクールを含む）の実施 （13ＪＡ） 

③農業理解のための自ＪＡ作成教材の提供  （3ＪＡ） 

④親子料理教室の開催    （7ＪＡ） 

⑤出前授業の実施                 （10ＪＡ） 

⑥食農教育に関するセミナー・シンポジウム等の開催 （2ＪＡ）       等 

 

 

 

＜食を育む環境づくり＞ 

【農林水産省関東農政局】 

区 分 内  容 

●食育の取組 

 

◆６月の食育月間に「今、できることからはじめよう！おうち de 食育」をテーマに HP

「おうち de食育」を開設し、食育や食に関するコンテンツを YouTubeや動画を中心

に情報を発信。 

◆６月 30 日に、「令和３年度食育月間セミナー」をオンライン形式(Zoom)で開催。

「新たな日常」でも実践！持続可能な食を支える食育の推進をテーマに、３名の食

育実践者による事例発表及びパネルディスカッションを行った。 

◆７～８月を「「夏休み子ども応援月間 in サマー・キャンパス 2021」」 として、自由

研究や宿題に役立つ情報等を掲載。 

◆コープデリ商品検査センターとの共催で、Zoom を利用した「親子オンライン食育

体験」を実施。 

◆令和４年２月に、食育実践者交流会「食育推進フォーラム 2022」をオンライン

開催予定。 

 

 


